

























昭和 46 年 12 月 15 日
理学研究科無機及び物理化学専攻
学位規則第 5条第 1 項該当
α ーアミノ酸アミドを配位子とする回配位平面型










この研究は、 (1)の条件を充たす一連の四配位平面型銅 (ll) 、ニッケル (ll) およびパラジウム (ll)錯
体を合成し、円偏光二色性 (C D) の利用により (2)の条件を克服して、四配位平面型錯体の電子構造に
関する研究分野において確実な前進を期したものである。






















ドを選び、種々の Pd(l) ,Ni (ll) および~Cu(ll) 錯体を合成し、まずそれら錯体の構造を電子スペク
トル、円偏光二色性 (C D と略記する)、赤外吸収スペクトルなどを利用して推定し、ついで光学活性
アミノ酸アミドを含む錯体のCD の溶媒効果に基づいてCD帯の分裂成分の解析と電子遷移の帰属を
行なっている。
用いられたアミノ酸アミドは、グリシンアミド、 L-アラニンアミド、 L-パリンアミド、 L ーロ
イシンアミド、 L ーフェニルアラニンアミド、 L-フロリンアミドわよびL ーロイシンメチルアミド
などである。これらアミドをaHと略記することにすると (H は解離性のプロトンを示す)、得られた
錯体は、 2 価金属をM として、大部分が[M(N) 4J 型に属する [M (ω2J であり、ほかに [M(N)2(Ü)2J
型の[M (aH) 2JX2 も数種得られている (X は 1 価陰イオンを示す)0 Pd (ll)錯体では[M (α) 2J のシ
ス型とトランス型の両幾何異性体が得られ、これを手掛りとして Ni (l) ,Cu (ll) 錯体については大
部分のものがトランス構造であることが確かめられた。 CD スペクトルの比較検討から、 Pd(ll) 、 Ni
(ll) 、 Cu(ll) の各錯体につき、配位子場吸収帯として 3---4 個の吸収帯成分の存在することか糠認
され、 3 金属における CD帯の溶媒効果の対応関係から各成分の帰属が行なわれた。トランス型 Pd
(ll)錯体およびNi (ll) 錯体の各 3 つの成分の聞には 1 : 1 の対応がつけられる。従来とくに不明の
点が多かった Cu(ll)錯体の吸収帯についても、 Ni (ll) および Pd(ll) とよい対応関係の存在するこ
とが示され、これら 3 金属すべてについて、四配位平面型配位子場における d オーピタル準位の分裂
パラメーターが見積もられた。
以上、本研究は多数の新錯化合物を合成し、それらの構造を推定するとともに、平面四配位錯体の
配位子場吸収帯の解釈を明確にしたものであり、錯塩化学に寄与する所が多く、理学博士の学位論文
として十分価値あるものと認められる。
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